
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 釧路工業高等専門学校  

研究タイトル： AIを活用した花ガイドアプリの開発 

 

氏名：   大塚 友彦／ OTSUKA Tomohiko E-mail： tootsuka@kushiro-ct.ac.jp 

職名： 校長 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： IEEE、電子情報通信学会、日本工学教育協会 

キーワード： 生体認証、画像処理、画像認識 

技術相談 

提供可能技術： 

・画像認識 

・指紋認証 

・虹彩認証 

 

 研究内容：  

AI を活用した高尾山生息の花ガイド・アプリの開発 

 

高尾山には約 1600 種類の植物が生息しており、その数は英国全土の植物の種類数に匹敵する。そこで、本取組では観

光客に高尾山の自然を実感してもらうことで更なる魅力を知ってもらい、かつ貴重な自然を保護してもらうため人工知能に

よる画像認識技術を用いて観光客に花をガイドする画像認識システム(以下花ガイド・アプリ)を構築する。高尾山に生息

する 20種類の花についてシステムを試作し、学習用 6000 枚、検証用 2000 枚の画像で実験したところ、認識率は 97％と

なった。さらに類似の花を見分け方の表示機能及びメモ記録機能を実装し、ユーザ・インターフェースの向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意の花画像

入力層 出力層中間層

・・・

CNN/畳み込みニューラルネットワーク

花の名称

花の特徴

似た花の
見分け方

メモ帳機能

判別結果
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タカオスミレ
「スミレの山」といわれる高尾山を代表するスミレ。
沢沿いの湿り気のある半日陰の林のふちなどを好んで
咲いている。高尾山で最初に発見されたことから、そ
の名が付けられた。全国にも分布しているが、高尾山
でいちばん多く見られる。昭和3（1928）年にヒカゲス
ミレの変種として発表され、花が咲く時期、葉の表面
がこげ茶色をしているところが特徴である。ただし、
花が終わると緑色の葉が出てくることでヒカゲスミレ
との見分けはむずかしくなる。花の直径は約1.5～2セ
ンチで、ほのかな香りがある。色は白く、花びらには
細かい紫色の筋が入っている。葉は長さ約3～6センチ

で、卵形かやや長い卵形をしている。

季節｜4月上旬～5月上旬頃
高さ｜約5～12センチ
場所｜1号路、蛇滝、裏高尾

参考文献：植物図鑑｜高尾山の宝物たち｜TAKAO599MUSEUM
http://www.takao599museum.jp/treasures/plants/?lang=ja

タカオスミレ ツボスミレ

季節｜4月上旬～5月上旬頃
高さ｜約5～12センチ
場所｜1号路、蛇滝、裏高尾
葉の形｜約3～6センチで、卵形

季節｜4月上旬～5月中旬頃
高さ｜約5～10センチ
場所｜蛇滝、裏高尾
葉の形｜約2～3.5センチのすこしつぶれた
ハート形

葉の形で見分けてみましょう

似た花との見分け方

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 


